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第１ 設置者及びマネージメント 

基準１ 理念・教育目標 
 

* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

1-1 理念・目的・育成人材像などが明確に定められているか  

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

1-1-1 学校が教育を行う理念・目的・育成人材

像などが、明確に定められているか 5 

明確に定められており、学生生活スタートブックや新

入生オリエンテーション、各学期履修登録にて、学生

に周知を行っている 

 

1-1-2 理念・目的・育成人材像を実現するため

の具体的な計画・方法を持っているか 
4 

1 年次のグローバル人材育成科目、3 年次のキャリア

育成科目では、理念・目的・育成人材像を踏まえた

シラバスにて教育が行われており、中国語関連科目

でも教育理念に基づいて指導が行われている 

現在、理念・目的・育成人材像について卒業生の

到達度について検証を進めている 

1-1-3 理念・目的は、時代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直されているか 
5 毎年、内容見直しの検討を行っている  

1-1-4 理念・目的・育成人材像等は、教職員に

周知され、また学外にも広く公表されているか 5 

教職員会議、研修にて教職員に周知されており、ホ

ームページにて学外にも公表、学生募集においても本

学の理念・目的・育成人材像が紹介されている 
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1-2 教育目標が明確に定められているか 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

1-2-1 学校の特色として挙げられるものがあるか 

5 

コミュニケーション能力重視の中国語教育、北京本校

への留学制度、多国籍学生によるグローバル環境で

の学習、専門のキャリア指導員による手厚いキャリア

指導、就職活動指導などの特色がある 

現在、中国関連人材を育成していくことに取り組ん

でいる 

 

 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

1-3-1 学校の将来構想を描き、3～5 年程度

先を見据えた中期的構想を抱いているか 
4 長期ビジョン、中期事業計画が策定されている 

社会情勢及び学習者ニーズの変化を踏まえ、長期

ビジョンや中期事業計画の修正にも取り組んでいる 

 

 

1-4 理念と教育目標が教職員、学生に周知されているか 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

1-4-1 学校運営方針はきちんと教職員に明示さ

れ、伝わっているか 
5 

教職員全体会議、教員研修を定期的に行い、 

運営方針の共有化が図られている 
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総括 課題及び改善内容 

 

●教育理念 

本学の教育理念は、本学の学生が将来社会に出て活躍していくための項目が網羅

されており、1 年次のグローバル人材育成科目、3 年次のキャリア科目、中国語関

連科目、課外講座などにおいて、育成人材像の実現に向けた具体的な授業が展

開されており、現在中国関連人材の育成に力を入れている。 

 

 

●教育理念・目標・方針の周知 

 教職員全体会議、教員研修を通して、教育理念・目標・方針の周知が図られてお

り、教職員の共通認識ができている。学生たちにも、学生生活スタートブック、新入

生オリエンテーション、履修登録において周知が図られている。 

 

 

 

 

 

●「教育理念・教育目標・育成人材像」と「学習到達目標」 

 本学の教育理念・教育目標・育成人材像、そして学習到達目標は、学生及び教

職員に周知されているが、その到達度について、現在検証作業への取り組みを開始

していており、今後の指導内容改善に活かしていく予定である。 

 

 

●将来構想 

感染症及び国際社会情勢の影響から、社会や学生のニーズに変化が起こってきて

おり、その変化に合わせた長期ビジョンや中期計画の修正を随時行っていく。 
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第１ 設置者及びマネージメント 

基準 2 組織 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

2-1 組織体制 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

2-1-1 設置代表者及び経営担当は基準要件

に適合しているか 
5 基準要件に適合している  

2-1-2 事業規模に応じた組織体制になっている

か 
5 

人材の確保育成により、事業規模に応じた管理体

制、教職員体制となっている 
 

2-1-3 受入れする学生の言語対応可能な組織

になっているか 4 

本学では、英語、ベトナム語、中国語での即時対応

が可能となっており、他の言語についてもISIグループ

の協力を得て対応ができるようになっている 

左記以外の言語対応については ISI グループと共同

で進めており、今後も迅速な対応に努めていく 
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2-2 教員組織 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

2-2-1 校長、主任教員及び教員は基準要件を

備えているか 
5 基準要件を備えている  

2-2-2 校長、主任教員、専任教員及び非常勤

教員の職務内容及び責任と権限が明確に定め

られているか 

４ 
それぞれの職務内容及び責任と権限が定められてい

る 

本学の発展に伴う業務の多様化に合わせて、責任

や権限を定期的に見直していく 

2-2-3 職務分掌と責任がステージごとに明確にさ

れているか  4 職務分掌と責任がステージごとに明確にされている 
本学の発展に伴う業務の多様化に合わせて、ステー

ジごとに職務分掌や責任を定期的に見直していく 

 

 

2-3 事務組織 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

2-3-1 生活指導責任者、入管事務担当者等
を含む各業務の担当者が特定され、その職務
内容及び責任と権限、承認プロセスが明確に
定められているか 

5 

生活指導担当、入管事務担当を含み、各業務の担

当者が特定されており、職務内容、責任、承認プロ

セスも明確に定められている 

 

2-3-2 各業務の担当者が学生及び教職員に周

知されているか 
4 

各業務の担当者が概ね学生や教職員に周知され

ている 

年度初め、学期始め等、定期的に担当者の周知を

引き続き行っていく 

2-3-3 入管申請取次者、防火防災管理者を

設置しているか 
5 有資格の担当者を配置している  

2-3-4 職務分掌と責任がステージごとに明確にさ

れているか 
5 職務分掌と責任がステージごとに明確になっている  
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2-4 採用と育成 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

2-4-1 教職員の採用制度は整備されているか 

5 
管理者、教員及び事務いずれも採用制度が整備さ

れている 
 

2-4-2 学校運営に必要な人材の確保と育成が

行われているか 

 

4 
定期的な人材の確保、定期的な研修や OJT により

人材の育成を行っている 

本学の発展に伴う業務の多様化に合わせて、人材

の確保と育成をさらに進めている 

2-4-3 人事評価制度は整備されているか 
5 人事評価制度が整備されている  

2-4-4 昇進昇格制度は整備されているか 
5 昇進昇格制度が整備されている  

2-4-5 賃金制度は整備されているか 
5 給与規定が整備されている  

 

 

総括 課題及び改善内容 

●組織体制 

 2021 年度も教職員組織体制は安定を保ち、学校業務を適切に進められる組織

体制であった、2022年度は、この安定した組織体制にさらに多彩な人材を加え、よ

り発展的な組織を目指していく。 

●人材育成 

 多様な科目やコースを担当していく教員をさらに育成していくため、計画的な人材確

保とその育成を引き続き行っていく。 
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第１ 設置者及びマネージメント 

基準 3 財務 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

3-1 財務状況 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

3-1-1 中長期的に学校の財務は安定していると

いえるか 4 
新型コロナウィスル感染症による影響が続いている

が、中長期的には安定した財務状況となっている 

本学の強みを生かした課程を設置し、学生確保及

び事業拡大を図り、さらなる財務状況の安定につな

げていく 

3-1-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものと

なっているか 
5 有効かつ妥当なものとなっている  

3-1-3 財務について会計監査が適正に行われて

いるか 
5 適正に行われている  

 

 

総括 課題及び改善内容 

●財務全般 

新型コロナウィスル感染症や国際情勢の変化等により学生獲得への影響があった

が、適切な予算・収支管理、計画的な事業進行により、安定した財務状況となって

いる。 

●安定した経営 

北京語言大学東京校に求められる社会的役割に応えられるよう、さまざまな課程を

設置し、そこから財務状況のさらなる安定を図っていく。 
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第１ 設置者及びマネージメント 

基準 4 教育環境 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

4-1 校地・校舎 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

4-1-1 教育機関として適切な位置環境にあるか 

5 

交通の便が良い池袋に立地し、最寄り駅からも近

い。また繁華街からは距離があり、教育環境に適した

位置にある 

 

4-1-2 安定的に教育活動を継続するための校

地校舎が整備されているか 
4 

教育活動を安定的に継続していくための校地校舎が

整備されている 

学習課程の多様化に伴い、校地校舎の再整備を

引き続き検討していく 

4-1-3  校舎面積は基準に適合しているか 
5 校舎面積は基準に適合している  

4-1-4 防災に対する体制は整備されているか 
4 防災に対する体制は整備されている 

継続的に防災教育や防災訓練を行い、防災体制

の継続的改善に努めている 
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4-2  施設・設備 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

4-2-1 教室・その他施設は基準に適合している
か 5 基準に適合している  

4-2-2 教室内は十分な照度があり換気がなされ

ているか 4 

十分な照度と換気がされている。感染症予防に対し

ては、常時換気ステムを稼働させ、教室ドアや防災

用換気窓の利用により、空気の入れ替えを行っている 

教室ドアや防災用換気窓の開放による音の干渉を

軽減するため、使用教室や授業時間の調整を行っ

ている 

4-2-3 すべての教室は、教育上必要な遮音性

が確保されているか 
4 

一部の教室にて遮音性が高くないところがあるが、概

ね教室の遮音性が確保されている 

使用教室の調整を行うことで、遮音対策を行ってい

る 

4-2-4 授業時間外に自習できるスペースが十分

確保されているか 
5 自習スペースが十分に確保されている  

4-2-5 教育、学生数に応じた図書やメディアが

整備され、利用できる環境になっているか 
4 

教育内容及び学生アンケート調査結果応じて、図書

メディアを毎年整備している 

感染症の影響により図書室が開放できていなかった

が、利用人数や時間制限で対応をしている 

4-2-6 視聴覚教材や ICT 教育の設備が整備さ

れているか 
4 整備されている 

教室内の PC、プロジェクター、音響機器に不具合が

生じた場合、迅速な対応をするよう努めている 

4-2-7 教職員の執務に必要なスペースは確保さ

れているか 
5 確保されている  

4-2-8 学生数に応じたトイレが設置されているか 
4 

学生数に応じたトイレが設置されているが、階により設

置数に偏りがある 
トイレの設置数について検討を行っている 

4-2-9 法令上必要な設備等が備えられているか 
5 法令上必要な設備が備えられている  

4-2-10 廊下、階段等は、緊急時に危険のない

形状であるか 
5 

廊下及び階段は、緊急時に危険がない形状になって

いる 

緊急時に危険な状態にならないよう、引き続き防災

訓練を行っていく 
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4-2-11 バリアフリー対策が施されているか 
3 

手すりや専用トイレなどの設置はないが、段差がない

建物を校舎としている 
今後、対策を検討していく 

4-2-12 校内の清掃状況は管理が行き届いてい

るか 3 
毎日、校内清掃が行われ、感染症予防の消毒も行

い、清潔及び感染症防止の管理がされている 

日々の施設内消毒作業により、清掃作業に不備が

出ていたことがあったが、現在作業の見直しを図って

いる 

 

 

総括 課題及び改善内容 

●校内美化 

  中国語教育、中国関連人材育成につながる掲示物の提示が進み、本学での学

びにつながってきている。また校内清掃作業に不備が出ていたことがあったが、作業の

見直し改善を行った。 

 

 

●視聴覚設備 

 開講から 7 年となり、教室内の視聴覚設備に不具合が生じることが増えてきている。

そのため、授業への影響が出ないよう、早期の対応、日々の設備確認及び交換に努

めている。 
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第１ 設置者及びマネージメント 

基準 5 安全・危機管理 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

5-1  健康・衛生 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

5-1-1 学生の健康管理を担う組織体制があり、

機能しているか 
4 

本学にて定期的に健康診断を行っており、また健康

不安を相談するサポートを行っている 

ISI グループの協力により精神的不安を抱える学生

への対応体制も整えられた 

5-1-2 学生全員が適切な健康保険に加入して

いるか 
4 適切な健康保険に加入している 

一部の留学生に健康保険の有効期限切れがあり、

再加入を促していく 

5-1-3 感染症発生時の措置を定めているか 
5 

感染症による公欠、再登校の規定が定められてお

り、また感染症発生時の措置も考えられている 
 

 

 

5-2 危機管理 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

5-2-1 危機管理体制が整備されている 

4 
各種問題についての対応、管理体制が整備されてい

る 

問題発生時の対応について教職員の理解をさらに

深め、対応訓練も行っていく 
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5-2-2 火災・地震・台風等の災害発生時の避

難方法、避難経路、避難場所を定めているか 
5 定めている  

5-2-3 気象警報が発令された場合の措置を定

めているか 
5 

警報が発令された場合の措置を定めており、学生生

活スタートブックにて学生に周知をしている 
 

5-2-4 災害等に対する避難訓練を定期的に実

施しているか 4 

防災訓練（避難訓練）を年 2 回定期的に実施し

ているが、2021 年度は感染症の影響により 1 回だ

け訓練を行った 

2022 年度はさらに感染症に配慮しながら、定期的

な訓練を行う 

5-2-5 防災用品が備蓄されているか 
5 

防災用工具、保存水、保存食、簡易トイレ等が備

蓄されている 
 

 

総括 課題及び改善内容 

●感染症対策 

2021 年度も感染症拡大防止に努め、毎日の定期的な消毒作業、体温測定器の

利用、アルコール消毒液の利用、本学職員による登校学生への体調管理指導やチェ

ック、教室や共有スペースの利用方法についての案内指導等を行ってきた。 

 

●防災体制 

  2021 年度は感染症への配慮を行いながら、防災訓練を再開し、災害時の対応

について学生及び教職員の意識づけを行うことができた。今後は定期的な訓練を

再開するとともに、さまざまな緊急時対応がより適切に行えるよう、教職員の教育を

進めていく。 
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第１ 設置者及びマネージメント 

基準 6 法令の順守等 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

6-1  法令の順守 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

6-1-1 法令、設置基準等の順守と適正な運営

がされているか 
5 法令や設置基準を順守し適正な運営を行っている  

6-1-2 個人情報に関し、その保護のための対策

が取られているか 

5 

教職員会議にて定期的に個人情報保護について

「個人情報保護規定」について確認し、遵守させて

いる。学生には学籍履修登録時及び学生生活スタ

ートブックで定期的に注意喚起を行い、問題が生じ

そうな場合は、適宜学生指導を行っている 

 

6-1-3 入管・関係官庁への届け出、報告を停

滞なく行っているか 
5 滞りなく行っている  

6-1-4 自己点検・自己評価の実施と問題点の

改善に努めているか ４ 

2018 年度より自己点検自己評価を行い、問題点

の再確認、改善を行っている 

 

本学の課題については、引き続き改善に努めていく 

6-1-5 自己点検・自己評価の結果は公開して

いるか 
5 ISI グループ校として結果を公開している 
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総括 課題及び改善内容 

●感染症による法的状況変化への対応 

感染症の影響により蔓延防止条例の発出や留学生の出入国政策変化などの状

況が発生しており、その状況を把握し、適切な指導を行ってきている 
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第 2 運営に関する事項 

基準 7  運営全般 

 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

7-1  組織的な運営 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

7-1-1 短期及び中長期の運営方針と経営目標

が明確化され、教職員に周知されているか 
4 

明確な長期ビジョン、中期事業計画、年度事業計

画があり、教職員に周知されている 

社会情勢の変化に合わせ、迅速で適切な修正に努

めている 

7-1-2 管理運営の諸規定が整備され、規定に

基づいた運営がなされているか 
5 

管理運営の諸規定が整備され、規定に基づいた運

営がされている 
 

7-1-3 意思決定システムは確立されているか 
5 確立されている  

7-1-4 予算編成が適切になされ、執行ルールが

明確であるか 
4 

明確な執行ルールのもと、適切な予算編成が行わ

れている 

社会情勢の変化に合わせ、迅速で適切な修正に努

めている 

7-1-5 業務の見直し及び効率的な運用の検討

が定期的、かつ、組織的に行われているか 4 

ISI グループ各部門からのサポートを受け、定期的に

業務の見直し、効率的な運用の検討が行われてい

る 

業務の見直し、効率的な運用の検討について、本

学教職員一人一人の意見やその役割をさらに集約

整理し、組織的な対応に努めている 

7-1-6 情報システム化等による業務の効率化が

図られているか 4 
情報システム化等による業務の効率化が図られてい

る 

情報システムやシステム化された情報の利用につい

て教職員がさらに習熟していくことで業務の効率化も

さらに進めていく 
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7-2  納付金 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

7-2-1 検定料、入学金、授業料及びその他納

付金の金額及び納付期日が明示されているか 
5 学生募集要項により明示されている  

7-2-2 学費以外に入学後必ず必要になる費用

が明示されているか 
5 学生募集要項により明示されている  

7-2-3 関係諸法令に基づいた学費返還規定が

定められ、公開されているか 
5 

学生募集要項及び学生生活スタートブックにより規

定が定められ、公開されている 
 

 

 

7-3  情報の共有化及び発信  

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

7-3-1 外部の情報を積極的に入手し経営に生

かす仕組みがあるか 
４ 

各業務担当が外部の情報を入手し、組織内で共

有、経営に生かしている 

外部情報をさらに積極的に入手できるよう努めてい

る 

7-3-2 内部の情報共有を効率的に行う仕組み

があるか 
4 内部の情報共有を効率的に行う仕組みがある 

情報共有のための発信について、その重要性の意

識をさらに高めていく 

7-3-3 入学希望者・在籍者及び関係者が理解

できる言語で、適切に情報提供をおこなっている

か 

4 

本学ホームページ、学生募集要項、学生ポータルサ

イト等で日本語以外の言語も使用し、適切に情報

提供を行っている 

迅速な情報提供や適切な言語選択に努めている 
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総括 課題及び改善内容 

●組織運営 

  2021 年度は本学の北京本校より新しい校長と経済専門の教授を迎え、より充実

した教育体制、学校組織が確立された。各教職員においては、各々の業務と役割

について適切に業務を進めており、改善案の検討や実行も日々行っている 

 

●情報提供 

  2021 年度は迅速で適切な情報提供がされてきたが、まだ改善の余地もあり、次

年度以降引き続きその改善に努めていく 
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第 2 運営に関する事項 

基準 8  学生募集 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

8-1  募集方針 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

8-1-1 理念・教育目標に沿った学生の受入れ

方針を定め、年間募集計画を策定しているか 
5 

理念・教育目標に沿った受入方針を定めており、説

明会・個別相談会にて志願者に伝えている。また日

本人学生・留学生それぞれにおいて年間及び月間募

集計画を策定している 

留学生の場合、日本語力に問題がある場合もある

が、理念や教育目標に沿った学生を受け入れるよう

に、今後も引き続き努めていく 

8-1-2 募集定員の範囲で募集活動を行ってい

るか 
5 

日本人学生、留学生ともに募集定員の範囲内で募

集活動を行っている 
 

8-1-3 募集担当職員は、学校の情報を正しく認

識した上で、入学相談を行っているか 

4 

入学相談等で使用する資料は、広報担当と教職員

が摺合せを行い、正しい認識の上で説明をしている。

また新人スタッフも研修・個別トレーニングを行い、学

校情報を正しく認識した上で入学相談を行っている 

22 年度は学校の情報をさらに正しく認識し入学相

談ができるよう、募集担当者と教務及び事務職員、

また学生たちとも情報交換できる体制作りを行い、よ

り的確な情報提供ができるようにし、オープンキャンパ

ス等の大学説明は全校態勢で臨んでいく 
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8-2  募集活動 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

8-2-1 教育内容・教育成果を含む、最新かつ

正確な学校情報が入学希望者の理解できる言

語が開示されているか 

4 
HP・パンフレット・SNS などにおいて日本語、英語、韓

国語、ベトナム語での情報開示がされている 

よりわかりやすい HP の構築、他言語による HP 展開

を行うため、22 年度に HP の改修を行っていく予定

であり。 

8-2-2 求める学生像を明示しているか 

5 

HP・パンフレット・説明会資料において求める学生増

を明示し、説明の際にもどのような学生が入学後に成

功するか実績を踏まえた上で、アドミッションポリシーを

説明している 

 

8-2-3 応募資格及び条件を、入学希望者の理

解できる言語で明示しているか 
4 

日本語以外、英語や韓国語、またベトナム語でも

HP・説明資料にて説明対応をしている 
今後、さらに他言語での対応にも努めていく 

8-2-4 募集活動を行う国・地域の法令を順守し

た募集活動を行っているか 
5 

各国・地域の法令を遵守した募集活動をおこなって

いる 
 

8-2-5 海外の代理店等に、最新かつ正確な情

報提供を行っているか 
4 

韓国代理店向け資料・募集要項を韓国語で提供

している 

今後、他言語による募集要項も提供していくことで、

さらなる多方面への情報提供を目指していく 

8-2-6 海外の代理店等の行う募集活動が、適

切に行われていることを把握しているか 
4 

各国代理店が本学の状況を把握した上で、適切な

募集活動を行っている 

今後、代理店に本学の最新情報を迅速に伝え、募

集活動がより適切になるように努めていく 
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8-3  入学選考 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

8-3-1 入学選考基準及び方法が明示されてい

るか 5 

学生募集要項に選考方法や求める人物像を明示し

ている 

 

本学が求める学生のイメージがより正確に受験希望

者に伝わるように取り組んでいく 

8-3-2 学生情報を正確に把握し、提出書類に

より信憑性の確認を行っているか 4 
出願書類を詳細に確認し、また入試面接時に信憑

性の確認を行っている 

出願者の提出書類に正確さや信憑性が見られない

場合、追加提出の要請を行うようにし、小さな疑問

も残らないよう正確な選抜を行っていく 

8-3-3 入学選考を行う体制が整備されているか 

4 入学選考の体制が整備されている 

入学選考の基準について教職員間での共有をより

強化し、どの職員が担当しても同じような基準で選

考できるようにしていく 

8-3-4 受け入れるコースの教育内容が、志願者

の学習ニーズと合致することを確認しているか 
5 出願書類や入試面接にて確認をしている  

 

 

総括 課題及び改善内容 

●学生募集活動 

  21 年度は感染症の影響を受け、日本人学生においても留学生においても学生獲

得が厳しい 1 年間であった。しかし、本学の中国語教育については、着実に日本人

学生及び留学生から高い評価を得ており、理念や教育目標に沿った学生を確保し

てきている。 

 

  

●募集担当 

  学生募集担当者は学校情報を正しく認識たうえで、募集活動を行っているが、今

後は、さらに教務職員、事務職員、本学学生たちからの情報収集や意見交換を

活発にし、最新状況を把握していくようにしていく 

●留学生募集 

在留状況を出願時にしっかりと見抜けるように、チェック体制をさらに強化。特にオ

ーバーワークが無いか、学習意欲や経費支弁能力に問題がないか、入試に関わ

る教職員が適切な判断を行えるよう、事前研修も行っていく 
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第 2 運営に関する事項 

基準 9  教育活動 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

9-1  教育計画 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

9-1-1 理念・教育目標に合致したコース設定が

行われているか 
５ 

本学は、中国語＋専門知識＋国際的視野を武器

に、主体性を持って自ら思考、問題解決を図れる人

材の育成を目指しており、それに合致したコース設定

が行われている 

 

9-1-2 教育目標達成に向けた教育内容、教育

方法及び進度設計がなされているか 5 

本学では、全科目で理念・目標の達成を念頭に置い

た教育内容としており、それに沿った進度設計をして

いる 

 

9-1-3 レベル設定に当たっては、国内でまた国際

的に認知されている熟達度の枠組みを参考にし

ているか 
５ 

北京語言大学は、世界最高峰の中国語教育機関

であり、中国語教育におけるリーダーの役割を担ってい

る。東京校も教育計画やカリキュラム等そのすべてを

北京語言大学本校に倣っている 

 

9-1-4 教育内容及び教育方法について、教員

間で共通理解が得られているか ４ 

同一科目の授業が複数存在している場合は、授業

内容・進度・試験などで業務の分担や共有がおこな

われ、共通理解が得られている 

各教員がより一層本学の教育内容及び教育方法

について共通理解を深め、実践していくようにする 

9-1-5 カリキュラムは体系的に編成されているか 
5 

中国語科目は北京本校のカリキュラムを踏襲してお

り、カリキュラムは体系的であり、内容も十分である 
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9-1-6 教育目標に合致した教材は選定されてい

るか 
5 

本学は、北京語言大学北京本校と同じ教材を使用

しており、教育目標に合致している 
 

9-1-7 補助教材、生教材を使用する場合は、

出典を明らかにするとともに、著作権法に留意し

ているか 

４ 
上述のように、北京本校に倣った教材を使用してお

り、十分に留意されている 

各教員が生教材を使用する際も、出典を明示し、

著作権法に抵触しないよう徹底していく 

9-1-8 授業に関する学習リソース及び情報を、

授業開始までに教員に提示しているか 4 

担当科目を依頼した後、本学に蓄積された情報や

過年度分の副教材、該当科目の最新情報など、す

べてを担当教員に提示している 

教材の更新情報やクラスの情報をより早い段階で提

示するよう努めていく 

9-1-9 教員配置が適切になされているか 
４ 

教員一人一人の専門性を把握し、その専門性が活

かせる配置を行っている 

定期的に開催している勉強会により教員育成を行っ

ており、教員配置の幅に広がりをもたせていく 

 

 

9-2  実施 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

9-2-1 授業開始までに学生の能力を筆記試験

等により判定し、適切なクラス編成を行っている

か 

5 

英語や日本語のプレイスメントテスト、中国語既習者

には入学時までに能力チェックを行い、適切なクラス編

成を行っている 

 

9-2-2 教員に対して、担当するクラスの学生の

学習目的、編成試験の結果、学習歴その他指

導に必要な情報を伝達しているか 

4 担当教員に事前に必要な学生情報を伝達している 
今後、学生指導上必要な情報をさらに教員に共有

を図っていく 

9-2-3 決定したシラバスによって授業が行われて

いるか ４ 

全ての教員が北京本校指定様式でシラバス作成を

し、それに則った授業が行われており、学生にもシラバ

スが提示されている 

進度の違いが出てくることがあるため、進度のコントロ

ールと管理を引き続き行っていく 

9-2-4 修了の要件が定められ、学生の理解でき

る言語によって明示されているか 
5 

修了要件は学則により定められ、学生生活スタートブ

ックに明記され、学生に明示している 
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9-2-5 教育内容に応じて教育用機器を活用し

ているか 
4 

科目により PC 教室や各教室内の教育用機器を活

用している 

感染症防止ため、機器の一部を利用停止としてい

るが、今後感染予防対策を行っていく 

9-2-6 授業記録簿及び出席簿を備え、正確に

記録しているか 
４ 出席記録、授業記録を正確に行っている 

授業記録の記載内容や方法について改善を行い、

定期的なチェックを行っていく 

9-2-7 理解度・到達度の確認が、適正な時期

に行われているか 
５ 

適切な区切りで理解度や到達度の確認を行うととも

に、定期テストによる確認も行われている 
 

9-2-8 学生の自己評価を把握しているか 

4 

学生による授業評価アンケートには、自己評価部分

もあり、その結果や学生面談、通常授業の様子から

把握している 

学生の自己評価については、担当する教職員にて

共有を図り、学生指導に引き続き活かしていく 

9-2-9 個別学習指導等の学習支援担当者が

特定され、適切な指導・支援が行われているか 
４ 担任教員により個別フォローが行われている 本学組織として支援体制の再構築を検討していく 

9-2-10 授業や運営に関する学生からの相談、

苦情等の担当者が特定され、適切に対処して

いるか 

5 
授業に関する相談や苦情などは、学生サービスセンタ

ーが受付、適切かつ迅速に対応している 
 

9-2-11 学習内容、時間割、成績等、教育に

関する学生の留意点と、相談担当者が分かる

文書を入学時に学生に配布しているか 
５ 

入学時にオリエンテーションにて担任教員、事務方の

担当者を紹介している。また留意点について文書化

された学生生活スタートブックを配布するとともに、その

内容について資料を見せながら説明を行っている 

 

9-2-12 留学生活や入管法上の留意点と、それ

らに関する相談担当者が分かる文書を入学時

に配布しているか 

４ 

入学時オリエンテーション時に留学生に留学ビザ担当

者を紹介し、留学生活や入管法上の留意点につい

て資料配布と説明を行っている 

引き続き留学生にわかりやすい日本語でシンプルに

説明すること、場合によっては媒介語を使っていくこと

を進めていく 

9-2-13 HSK、JLPT の指導体制はあるか 
4 

それぞれの科目において受験指導、対策練習を行う

体制がある 
より有効な指導体制を整え、指導の強化を図る 
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9-3  成績判定 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

9-3-1 判定基準及び判定方法が明確に定めら

れ、開示されているか ５ 

成績判定は、平常点、中間試験、期末試験による

評価を総合判定している。この基準や方法は、学生

生活スタートブックにて定められ、開示されている 

 

9-3-2 成績判定結果を的確に学生に伝えてい

るか ５ 

定期テスト終了後 1 週間以内にシステム上にて成績

発表を行い、判定結果の見方も指導することで、的

確に伝わっている 

 

9-3-3 判定基準及び判定方法の妥当性を定

期的に検証しているか 
５ 

期末テスト作問前に、過年度分の反省点などを共

有し、毎回修正をはかっている 

 

 

9-4  授業評価 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

9-4-1 授業評価を定期的に実施しているか 
４ 

定期的に学生による授業評価アンケート、校長や主

任教員による授業見学で評価を実施している 

年間を通じて全ての教員について授業見学が行える

ようにしていく 

9-4-2 評価体制、評価方法及び評価基準が適

切に定められ実施されているか 
５ 

評価に際しては統一の評価シートを用い、評価者の

主観で変わることのないよう配慮されている 

 

9-4-3 学生による授業評価を定期的に実施し

ているか 
５ 

毎学期、学生による授業評価アンケートが実施され

ている 

 

9-4-4 評価結果が教育内容や方法の改善、教

員の教育能力向上等の取組みに反映されてい

るか 

５ 

授業評価アンケートや授業見学の結果は、担当教

員にフィードバックされ、指導的立場にある常勤教員

から具体的な改善点やアドバイスもされている 
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総括 課題及び改善内容 

●オンライン及び対面授業 

  21 年度は感染症対策を行い、可能な限り対面授業の形式をとったが、感染者や

濃厚接触者、クラスター発生の可能性などを考慮し、対面及びオンラインの併用授

業を行った。教員たちは昨年度からの経験もあり、併用授業に習熟し、学習効果を

大きく下げることなく、教育を行うことができた。 

 

●中国語教育公開講座及び教員研修 

  中国語教育のリーダー的存在である北京語言大学として、日本の中国語教育に

も貢献していくために、21 年度は東京校の教員が中心となり、北京本校の協力も

得ながら、中国語教育公開講座、中国語教員研修を実施した。今後も定期的に

講座や研修を行い、中国語教育界への貢献を進めていく。 

 

●教員育成 

本学の教育充実、各種中国語コース開講に伴い、中国語教員の育成をより一層

進めていくことが重要になってきている。そのため、北京語言大学の教育方法につい

てさらに徹底を図り、教員個々人の教授能力、学生指導能力を高め、さらなる必

要知識の獲得も進めていく 

 

●卒業論文指導 

  本学では毎年卒業学生が増えてきているため、各教員が統一した卒業論文指導

ができるよう卒業論文指導要領を定め、バラつきのない指導を行うようにしている。

しかし、今後も卒業生が増えるため、より適切な指導ができるよう、卒業論文指導

の規範化を行うとともに、指導内容の充実を図っていく。 
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第 2 運営に関する事項 

基準 10  学生支援 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

10-1  支援体制 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

10-1-1 学生支援計画を策定し、支援体制が

整備されているか 
4 

年度の事業計画、業務計画、学友会支援計画を通

じて学生支援計画を策定し、支援体制を整えている 

突発的事象にも迅速かつ柔軟に対応できるよう、体

制を強化する 

10-1-2 休日及び長期休暇中の学生対応はで

きているか 
4 

担任教員及び学年指導員を窓口となり、休日や長

期休暇中も学生対応が行えている 

学生対応はできているが、その体制・方法に関して

は、更なる改善を図る 

 

 

10-2  日本社会を理解し、適応するための支援 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

10-2-1 入学直後のオリエンテーションを実施して

いるか 
5 

入学直後だけでなく、入学前にもオリエンテーションを

実施している 
 

10-2-2 生活に関するオリエンテーションを実施し

ているか 
5 

大学での生活、日本社会における規律や社会道徳

等、生活全般に関するオリエンテーションを行っている 
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10-2-3 地域の国際交流や、地域活動に参加

しているか 4 
豊島区主催の国際交流会や様々なイベントに参加

している 

今後も継続的に地域の国際交流や活動を学生に

向けて案内することで参加する機会をさらに増やし、

全学生の参加を促す 

10-2-4 地域社会に貢献する活動は行っている

か 
4 

本学による文化講座を定期的に公開し、地域社会

への貢献を図っている 

地域社会との連携をより深めるため、多種多様なイ

ベントや公開講座が提供できる環境を整備する 

 

 

10-3  生活面における支援 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

10-3-1 住居支援を行っているか 
4 ISI グループ直営の寮を、希望者に提供している 

今後、賃貸物件の情報提供なども視野に入れ、支

援の強化を図る 

10-3-2 アルバイトに関する指導及び支援を行っ

ているか 
4 

留学生を中心にアルバイト指導を行っている。また、

アルバイト求人サイトを作成し、外部企業からの本

学宛て求人情報を、ポータルサイトや学生ラウンジに

掲示している 

アルバイトの求人情報が学生全体に伝わるよう、支

援に工夫を重ねる 

10-3-3 交通事故等の相談体制が整備されて

いるか 
4 

交通事故が起きた際の対応手順が定められており、

相談体制も整備されている 

全教職員に対応手順の共有を進め、迅速な対応を

おこなっていく 

10-3-4 定期的に健康診断を実施しているか 
5 年に 1 度、定期的に健康診断を実施している  

10-3-5 学生全体の生活状況について定期的

に調査しているか 5 

学期毎に学生面談を行い、個々の状況を把握して

いる。また留学生については、ビザ更新手続き時にも

生活状況を調査している 

 

10-3-6 その調査結果に対する裏付け確認は適

正に行っているか 
4 

留学生を中心にアルバイトや生活状況についての裏

付け確認を行っている 

生活状況の変化に応じて都度迅速な裏付け確認

が行えるよう、体制を強化する 
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10-4  進路に関する支援 

 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

10-4-1 進路指導担当者が特定され、指導体

制が有効に機能しているか 4 

国家資格キャリアコンサルタント取得者がキャリア指

導担当（進路指導担当）として配置され、専門的

指導を行っている 

低年次からのキャリア教育を推し進めていき、在学中

からの充実したキャリア指導を定着する。 

10-4-2 学生の進路希望を把握し、指導担当

者間で情報が共有されているか 5 

キャリア指導担当（進路指導担当）が卒年次の進

路希望を全員分把握し、指導担当者間で随時共

有できる体制が整っている。 

 

10-4-3 進学、就職等の進路に関する最新の資

料が備えられ、学生が閲覧できる状態にあるか 4 

求人情報、就職関連資料、社会情勢がわかる最

新情報雑誌が閲覧できるが、紙媒体のため学生の

ライフスタイルに沿った改善が必要 

22 年度は学内にタブレットを設置し、学生がいつで

も進学・就職に関する国内外の最新情報が閲覧で

きる環境を整える 

10-4-4 入学時からの一貫した進路指導を行っ

ているか 
4 

入学時より就職活動スケジュールを提示し、キャリア

育成関連科目により一貫した指導を行っている 

入学時からキャリアガイダンスを実施し、低年次向け

キャリアイベントを充実させる 

10-4-5 HSK、JLPT 等の受験指導体制は整っ

ているか 
4 

それぞれの科目において受験指導、対策練習を行う

体制がある 

学生たちの取得意識を高めるように、教職員からの

情報提供や指導に工夫を重ねていく 

10-4-6 大学院試験対策の指導体制は整って

いるか 4 

卒年次前に大学院進学に向けたオリエンテーションを

開催。複数の大学院指導ができる教職員がおり、

指導を行っている 

国内外の大学院進学指導の組織的な指導体制作

りならびに学生へ向け進学情報発信する。 

10-4-7 受験時、就職時の面談指導の体制は

整っているか 4 

キャリア担当職員により随時学生の要望に合わせた

面談指導を対面型・オンライン型面談でいつでも指

導が受けられる体制が整っている 

面談指導をキャリア指導担当だけでなく、複数の指

導者から受けられるよう、外部機関とも連携を図り学

内外から指導ができる体制づくりを構築する 
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10-5  入国・在留関係に関する指導及び支援 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

10-5-1 研修受講等により、最新の情報収集が

出来る体制がとられているか 5 

担当職員は年に数回実施される入管協会主催研

修会に必ず参加。また入管局 HP を確認し最新の情

報を収集、共有する体制がある 

 

10-5-2 入管法上の留意点について、学生への

伝達・指導等を定期的に行っているか 5 

入学時、各学期の履修登録時のオリエンテーション、

及び個人面談により、留学資格での在留に関する注

意事項の確認や伝達を行っている 

 

10-5-3 在留に関する学生の最新情報を、正確

に把握し管理しているか 4 

入学時、各学期の履修登録時のオリエンテーションい

て、最新情報を確認し、本学学生管理システムにて

管理共有をしている 

在留情報に変更があった場合、速やかに情報を提供

するよう留学生たちへの促しを引き続き行っていく 

10-5-4 在留上問題のある学生、及び問題にな

りえる学生の指導を個別に行っているか 4 

学生の出席状況や学習生活状況を担任教員と事

務職員で把握し、問題を抱えた学生について教職

員が面談、改善指導を行っている。 

問題を抱えた学生を早期に指導できるよう、教職員

の情報共有、面談指導をさらに強化していく 

10-5-5 不法残留者、資格外活動違反者、犯

罪関与者等を発生させないための取組みを、継

続的に行っているか 
4 

毎学期、個人面談、アルバイト調査、在留資格に

関する指導を行い、不法残留者・資格外活動違反

者・犯罪関与者を発生させないようにしている 

学生面談やカウンセリングの機会をより多く設け、留学

生の生活状況や不安について指導をすることで、不

法残留者・資格外活動違反者・犯罪関与者を発生

させないようにする 

10-5-6 過去 3 年間、不法残留者、資格外活

動違反者及び犯罪関与者を発生させていない

か 

3 

資格外活動違反者や不法残留者の発生があった

が、留学生の指導体制は確立されており、今後発

生させないよう努めている 

入試選抜、在籍管理をさらに強化し、資格外活動

違反・不法残留者・犯罪関与者を発生しないように

する 

10-5-7 除籍、退学、修了、卒業で帰国予定と

なった学生の帰国確認を適時行い、それら出国

確認の書類を適正に管理しているか 

4 

帰国学生に対して、日本出国スタンプ、在留カード

等の証憑提出を求め、帰国確認を行うとともに、確

認書類を適切に管理している 

帰国後に速やかに証憑の提出がされるよう、学生の

指導を強化する 
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総括 課題及び改善内容 

●留学生管理 

 留学生の学習状況、生活状況を把握し、留学生が不安な部分についてアドバイ

スや支援を行うことで、資格外活動違反や不法残留者が減少している。今後も状

況把握や支援を強化し、留学生が安心して学習できるように指導を行っていく 

 

●在留手続き 

関係官庁が必要とする留学生情報を整理し、在留手続き等がさらに正確に、迅速

に行えるよう努めていく 
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第 2 運営に関する事項 

基準 11  教育成果 
* 5.達成している 4.ほぼ達成している 3.どちらともいえない 2.取り組みを検討中 1.改善が必要 NA.当てはまらない 

 

11-1  成果の判定 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

11-1-1 進路及び卒業・修了判定が適切に行

われているか 5 

北京本校の規定に基づき、卒業・修了判定を適切に

行っている。また判定過程において、北京本校による

審査も行われている 

 

11-1-2 HSK、JLPT 等の外部試験結果を把握

し、適切に管理されているか 5 

HSK、JLPT の団体受験の結果は全て把握し、適

切に管理している。また個人受験に関しても、学生

ポータルサイトで随時申請を受け付け、管理している 

 

 

 

11-2  卒業生の状況の把握 

 

点検小項目 評価 現状・具体的な取り組み 課題とその解決策 

11-2-1 卒業生の状況を把握するための取組み

を行っているか 
４ 

卒業生の状況を把握するための取り組みを、キャリア

教員、事務局を中心に行っている 

22 年度以降、校友会の活動によって卒業生の状況

把握が促進される見込みである 

11-2-2 卒業後の進路を把握しているか 
4 

「進路決定届」の提出及びキャリア担当職員、担任

教員によって、卒業後の進路を把握している 

卒業後に帰国した留学生の母国での進路（就職・

進学など）が把握できるよう、さらに体制を強化する 
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11-2-3 進学先、就職先等での状況や、卒業

生の社会的評価を把握しているか 4 

第 4 期卒業生から、本学キャリア教員による就職先

訪問（就職後一定期間が経過した時点）などを行

い、把握を進めている 

今後卒業生が増えていくため、さらに効率的・効果的

に把握できる体制・方法を構築する 

 

 

総括 課題及び改善内容 

●卒業指導 

卒業論文から卒業認定までの卒業指導体制は、現時点で既に確立されたと言え

る。また三年後期に卒業前オリエンテーションを実施することで、学生にも卒業までの流

れが浸透し、卒業に向けての意識付けを図ることができている。 

今後、卒業指導の回数を重ねていけば、さらに一貫性があり効果の高い指導が行え

ると考えている 

●卒業生の把握 

 卒業後、時間が経つとともに連絡先不明となる卒業生の数が増えると予想される。

22 年度に発足する校友会で定期的に動向調査を行い、卒業生の状況把握を進め

る。また、卒業生同士や在校生との交流機会を設けることで、多くの卒業生との繋がり

を維持できるよう努めていく 
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北京語言大学東京校の自己点検・自己評価報告書を作成するにあたり学内に設けた委員会のメンバーは以下のとおりである。  

 

北京語言大学東京校  自己点検・自己評価委員会   令和４年６月 

 

校長   宋 紅芳 

事務局長             大沢 徹 

教務主任             胡 敏男 

教務副主任            畢 文涛 

事務主任             竹島 奈歩 

キャリア担当            濱崎あゆみ 

入管担当             魯 小偉   

入試担当             高橋 佑慈 

入試広報             楠田 法隆、 秋山 典千、 菅井 史仁 

 


